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中 部 支 部 で の 今 年 度 の 大 き な 行 事 は 、 3 年 ぶ り の 対 面 式 と な る 年 次

大 会 の 準 備 ・ 運 営 で し た 。  
年 次 大 会 は 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 の 感 染 状 況 に 翻 弄 さ れ な が ら の 準 備

と な り ま し た 。 中 部 支 部 会 員 お よ び 三 重 県 内 有 志 を 中 心 と し た 3 0 名

か ら な る 年 次 大 会 実 行 委 員 会 を た ち あ げ 、 2 0 2 0 年 7 月 か ら 本 格 的 に

始 動 し ま し た が 、 6 回 に お よ ぶ 委 員 会 を す べ て オ ン ラ イ ン 会 議 で の 開

催 と な り 、 参 集 で き た の は 大 会 前 日 の 打 ち 合 わ せ と 当 日 の 朝 に な っ て

か ら で し た 。 互 い に 顔 を 合 わ せ て の 準 備 で は な い こ と で 、 進 捗 状 況 の

共 有 不 足 や 検 討 不 十 分 の 要 因 と な っ て い る も ど か し さ を 感 じ た こ と も

度 々 あ り ま し た 。 本 部 執 行 部 の み な さ ん や 、 大 会 運 営 事 務 局 の 力 添 え

を も ら っ て 中 部 支 部 と 大 会 開 催 地 の 三 重 県 の 実 行 委 員 が 力 を 合 わ せ 開

催 に こ ぎ つ け る こ と が で き ま し た 。 お か げ さ ま で 約 2 , 0 0 0 名 の 参 加 登

録 が あ り 、 会 場 の 三 重 県 総 合 文 化 セ ン タ ー へ の 来 場 者 は 二 日 間 で 延 べ

1 , 5 8 8 名 と 活 気 に 溢 れ た 研 究 会 と な り ま し た 。 準 備 時 期 か ら ご 支 援 と

ご 協 力 を 頂 戴 し た み な さ ま に 、 ご 恩 返 し が で き た の で は な い か と 想 っ

て い ま す 。  
 
【 支 部 活 動 報 告 】  
市 民 公 開 講 座  『 も し も の 話 を も っ と 身 近 に ー 元 気 な 時 に 始 め る 人 生

会 議 ー 』  
第 4 6 回 死 の 臨 床 研 究 会 年 次 大 会 開 催 に 合 わ せ て 、 11 月 2 7 日（ 日 ）三

重 県 総 合 文 化 セ ン タ ー に て 市 民 公 開 講 座 を 開 催 し ま し た 。 コ ロ ナ 感 染

症 状 況 に 対 応 す る た め 、 ① 現 地 開 催  三 重 県 総 合 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー

ル  ② 三 重 県 内 7 か 所 の サ テ ラ イ ト 会 場 開 催  ③ ラ イ ブ 配 信 （ 研 究 会

年 次 大 会 参 加 登 録 者 が 視 聴 ） の 3 通 り で 開 催 し 、 一 般 市 民 に 加 え 、 行

政 関 係 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 介 護 関 係 者 な ど 様 々 な 分 野 か ら 参 加 が あ り 、 ①

現 地 会 場 1 2 4 名  ② サ テ ラ イ ト 会 場 1 4 7 名  ③ ラ イ ブ 配 信 2 5 6 名 の

内 訳 で し た 。  
 
担 当 世 話 人 ： 辻 川  真 弓 （ 鈴 鹿 医 療 科 学 大 学 看 護 学 部 ）  
日    時 ： 2 0 2 2 年 11 月 2 7 日 （ 日 ） 1 3： 5 0－ 1 5： 5 0  
プ ロ グ ラ ム ：  
座 長 ： 中 橋  恒 氏 （ 松 山 ベ テ ル 病 院 ）  

辻 川  真 弓 氏 （ 鈴 鹿 医 療 科 学 大 学 看 護 学 部 ）  
 
第 1 部  講 演 「 元 気 な 頃 か ら 人 生 会 議 ～ 本 人 と 家 族 、 人 生 会 議 の 進 め

方 ～ 」  



講 師：西 川 満 則 氏（ 国 立 長 寿 研 究 医 療 セ ン タ ー  緩 和 ケ ア 診 療 部 医 長 ）  
大 城 京 子 氏 （ 居 宅 介 護 支 援 事 業 所  快 護 相 談 所 和 び 咲 び 副 所 長  主 任 介

護 支 援 専 門 員 ）  
 
第 2 部  動 画 上 映 「 こ れ か ら 人 生 会 議 を 始 め る 人 に 私 た ち が 伝 え た い

こ と 」  
 第 1 話 ： 母 と 私 の 人 生 会 議 ～ 父 の 看 取 り の 経 験 を ふ ま え て ～  

小 林 美 香 子 氏 （ 伊 勢 赤 十 字 病 院 研 修 セ ン タ ー 看 護 師 ）  
 第 2 話 ： 最 期 の 望 み を 叶 え た 忘 れ ら れ な い 患 者 さ ん  
 岡 田 ま り 氏 （ 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン ほ た る い せ  訪 問 看 護 師 ）  
 辻 村 恭 江 氏 （ 伊 勢 赤 十 字 病 院  緩 和 ケ ア 内 科 ）  
 第 3 話 ： も し も の 話 は 難 し い ～ 心 臓 病 と 脳 卒 中 の 場 合 ～  
 中 村 可 奈 氏 （ 元 ・ 三 重 ハ ー ト セ ン タ ー  看 護 師 ）  
 菊 川 栄 子 氏 （ 藤 田 医 科 大 学 七 栗 記 念 病 院 地 域 連 携 室  看 護 師 ）  
 辻 川 真 弓 氏  
第 3 部  総 合 討 論  講 師 と 動 画 出 演 者 、 座 長 を 含 め て の 討 論  
 
開 催 概 要 ：  
一 人 の 人 間 と し て 「 人 生 の 最 終 段 階 を 自 分 の こ と と し て 考 え る 」 こ と

は 、 様 々 な 困 難 を と も な う が 、 死 の 臨 床 研 究 会 年 次 大 会 の 開 催 と い う

特 別 な 機 会 を 「 地 域 住 民 の 方 が 『 人 生 会 議 』 の 大 切 さ や 重 要 性 を 知 る

機 会 」 と し 、 大 切 な 人 の 思 い を キ ャ ッ チ し た り 、 つ な ぐ こ と が 大 切 で

あ る こ と に 気 づ け る よ う な わ か り や す い 内 容 と な り ま し た 。  
 
【 入 会 の ご 案 内 】  
中 部 支 部 で は 、 随 時 新 規 会 員 を 受 け 付 け て お り ま す 。 下 記 の 事 務 局 連

絡 先 に 、 中 部 支 部 入 会 と し 、 お 名 前 と 連 絡 住 所 を メ ー ル も し く Ｆ Ａ Ｘ

し て く だ さ い 。 追 っ て 、 申 込 用 紙 を 返 信 い た し ま す 。  
中 部 支 部 入 会 金 ： 1 0 0 0 円  中 部 支 部 年 会 費 ： 1 0 0 0 円  
 
【 中 部 支 部 事 務 局 】  
〒 5 0 4 - 8 6 0 1    
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